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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

塩化カリの短期的なカリウムイオン供給能とバーミキュライトの長期的なカリウムイオン供給能を組み合わせるこ

とにより、より効果的で持続的な玄米中放射性セシウム吸収抑制効果が期待できる。

（１）塩化カリは少量で土壌溶液中のカリウムイオン濃度を高めるが、その減少割合は高い。一方、バーミキュライト

は施用量は多量であるが、土壌溶液中のカリウムイオン濃度を高め、さらにその減少割合は低い(図1）。

（２）収穫後の土壌中交換性カリは塩化カリやバーミキュライトの施用により高まり、塩化カリとバーミキュライトを組

み合わせた場合、さらに土壌中交換性カリ含量が高まる(図2）。

（３）玄米中放射性セシウムは塩化カリやバーミキュライトの施用により低下し、塩化カリとバーミキュライトを組み合

わせた場合、さらに玄米中放射性セシウム濃度が低下する(図2）。

２ 期待される効果

(1) 砂質で透水性が高く、カリウムの低下しやすい土壌でも、土壌溶液中のカリウムイオン濃度を一定レベルに

維持し、玄米中放射性セシウム濃度を低下することができる。

バーミキュライトは、 安定的にカリウムイオンを供給できることから、上乗せカリ肥料の施用終了に向けた塩化カ(2)

リの減肥が期待できる。

３ 活用上の留意点

(1) 今回の結果は、中通り地方北部の現地試験ほ場(灰色低地土および多湿黒ボク土)で得たものである。

(2) バーミキュライトはH24の作付け前に施用した。施用後2, 3年目の結果である。

(3) カリウムイオンの供給能力は使用するバーミキュライトの産地等により変動する。



Ⅱ 具体的データ等

図１ 塩化カリおよびバーミキュライト施用による土壌溶液中カリウムイオン濃度の推移

図２ 塩化カリおよびバーミキュライト施用による収穫後の土壌中交換性カリ含量と玄米中放射性セシウム濃度
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